
桜区における
ＡＩデマンド交通実証実験について

令和6年8月20日

さいたま市 交通政策課

資料1-2



１. 現状と課題 （公共交通サービス）

• 桜区における路線バスの運行便数は、北浦和駅～埼玉大学が最も多く、次いで北浦和駅～大久保、大宮駅～さいたま市民医療セ
ンター・加茂川団地、浦和駅～桜区役所が多く、150～250便/日程度運行している。

• その他の系統は100便/日未満と少なく、大久保地区などの外縁部では運行便数が少なくなっている。
• 外縁部における公共交通サービスを補完するため、桜区コミュニティバス、乗合タクシー「むさし号」が運行している。
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１. 現状と課題 （公共交通サービス）

▲市内コミュニティバスの年間利用者数推移 ▲市内コミュニティバス路線の収支率推移

▲市内乗合タクシー路線の収支率推移▲市内乗合タクシーの年間利用者数推移

• 桜区コミュニティバスの利用者数は、コロナ禍以降回復基調にあるものの、収支率は低下する傾向となっている。
• また、乗合タクシー「むさし号」についても、令和３年９月の運行開始以降、着実に利用者数は増加しているものの、収支率は１０％

を下回っており、市内乗合タクシー路線において最も低い収支率となっている。
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1. 現状と課題 （公共交通サービス）

• 路線バスのターミナル停留所よりも末端部分に位置する大久保地区周辺では既存路線バスではサービスが行き届かない空間的・
時間的空白領域が存在。特に、大久保地区周辺では市街化調整区域内の既成市街地が存在しているほか、栄和地区では規模の大
きい交通空白地区が広がっており、公共交通での移動が困難な状況にある。

• また、ターミナル停留所は、それぞれ異なる鉄道駅へ接続しており、モビリティハブとしてアクセス性・乗継性の向上が課題。
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【大久保地区周辺】
• 目的地施設・居住地が面
的に広がっている一方、
路線バスが通行できる道
路が限定的であり需要を
束ねにくい（市街化調整
区域内に空間的空白あ
り）

• 路線バスのサービス頻度
も高くない（時間的空白
あり）

【栄和地区周辺】
• まとまった規模の公共交
通空白地区が広がってい
る（空間的空白あり）

：モビリティハブ候補となる停留所
：路線バス等停留所
：交通空白地区
：交通不便地区
：市街化調整区域内の既成市街地

大久保

北浦和
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１. 現状と課題 （地域の特性）

• 40代～50代の人口比が高いほか、埼玉大学が立地していることもあり、学生（20代前半）の居住が多い。
• 高齢化率は市平均に近く、70歳代以上の高齢者層の移動支援の重要性も高い。
• 令和4年度の実証実験においては、40代の利用（全体の32.3%）が最も多く、次いで80代の利用（全体の22.4%）が多く、多様

な層からの利用が見込まれる。
• 滞在が多い場所はエリア内に点在しており、概ね既存公共交通機関によってカバーされている状況にある。

さいたま市民
医療センター

▲桜区の人口ピラミッド（R2国勢調査）

（出典）いずれもRESAS

▲桜区の滞在人口分析

滞在人口
■多い
■普通
■少ない

（出典）KDDI Location Analyzer 国内居住者・滞在人口分析
※大久保領家薬師堂周辺から半径2km圏域の実態を整理
※2023.4～2024.3までの１年間の集計値

大規模
集合住宅

大規模
集合住宅

商業施設

かやのき団地

集合住宅

商業施設

県営・
市営団地

舟和周辺

集合住宅
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2. 過去の実証実験のふり返り

• 桜区内では、国際興業株式会社が、公共交通空白地区等での移動手段の確保策の検討並びにAIデマンドシステムの受容性の確認
等を目的として、令和4年11月～12月に11日間の実証実験を実施。

▲令和4年度 さいたまさくら号実験概要
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2. 過去の実証実験のふり返り

▲さいたまさくら号実験 時間帯別利用者数

▲さいたまさくら号実験 乗合状況

• 実証実験中の時間帯別利用者数をみると、午後の利用者が多い傾向。電話予約者に着目すると午前中の利用も多い。
• 乗合率は11/25が最多（利用数17回に対し、乗合数１０回）だが、利用数の増加とともに後半に増加する傾向であった。

利用者からの声（R4実証）
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• 令和4年度の実証実験において、AIデマンドと他の交通機関の乗継利用は25.4%であった。
• 令和4年度の実証実験においては、時刻表情報を連携していたが、バスの位置情報についても追加的に連携し、バスの遅延状況な

ども併せて利用者が把握することにより、利用者はより安心して乗継利用を行うことが可能になる。

※令和４年度桜区AIオンデマンドバス実証実験における
利用者アンケート（n=63）の回答結果

※令和４年度桜区AIオンデマンドバス実証実験における
乗降実態（※キャンセル除く）の集計結果

2. 過去の実証実験のふり返り
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３. ねらい

検証項目 移動需要特性から見た検証

時間帯から • 地区内を運行するむさし号の利用実態を踏まえると、全時間帯を通じて利用が特に集中している様子は見られ
ず、全時間帯で非固定ダイヤ型での運用が可能であることが想定される。

• R4年度の実証実験においては、14時～16時の閑散時間帯の利用が多く見られた。

利用実態から • R4年度の実証実験においては、利用者層は40代・80代の利用が多く、多様な年代によって利用されていた。
• R4年度の実証実験においては、利用者の多くは買物・通院で利用しており、通勤通学ほどの時間的制約が大き
くないことから、デマンド運行による便ごとの運行時間のばらつきに対する利用者からの抵抗は少ないものと
想定される。

移動区間から • 大久保地区周辺においては、地区内の目的地施設～居住地間の移動支援が必要。地区内に極端に集客力の高
い施設は存在せず、需要に応じた自由経路・停留所固定型での運用が適していると想定される。

• 現在、公共交通空白地区が広がる栄和地区周辺においては、潜在需要・逸失需要が発生している可能性がある。
• モビリティハブ候補の停留所よりも都心側については高いサービスレベルの公共交通機関が確保されているた
め、モビリティハブでの円滑な結節が移動手段確保の鍵となる。

需要量から • 地区内を運行するむさし号は、利用が多い便（午前中）でも3～4名程度の利用である。
• R4年度の実証実験においては、日平均28.6人に対し乗合率が28.5%であったことから、複数の利用者を効
率的に束ねる工夫が必要である。

• 全時間帯で自由経路型×非固定ダイヤ型の運用とするデマンド交通の導入を行う。
• R4年度実証実験において利用者からの一定の利用・評価が得られており、事業者の運用負担軽減の観点からも、乗降場所を指定

する「自由経路・停留所固定型」での運用を行う。
• 令和4年度の実証実験内容を基本としつつ、交通空白・不便地域に追加的に停留所を設置し、実証実験を通じて利用状況を確認す

る。
• 都市拠点に向かう路線バスのターミナルを「モビリティハブ」として設定し、「モビリティハブ」にて様々な交通（路線バスやデマンド

交通、シェアモビリティ等）の乗換・乗継利便性を高めることによる効果と、利用者の受入可能性を確認する。

本実証実験において検証するテーマ
• 市街化調整区域を含むエリアにおけるデマンド交通の導入可能性
• 路線バス、コミュニティバス、乗合タクシー、デマンド交通から、地域特性や利用者ニーズに即した最適なモビリティの検証
• モビリティハブを活用した様々な交通（路線バス・デマンド交通・シェアモビリティ等）の乗り継ぎ行動の受入可能性



４. サービス設計案 （運行計画）

9

• 運行ルート・ダイヤを定めない「デマンド交通」を運行する。
• デマンド交通は、あらかじめ定められた停留所でのみ、乗降することができる。
• 路線バスのターミナル停留所をデマンド交通の停留所と兼ねる“モビリティハブ”とするとともに、路線バスとデマンド交通の乗
り継いで利用する場合に乗継割引を適用し、既存路線バスへの乗換えや乗継をしやすくする。

• また、一部の“モビリティハブ”に、相互の公共交通に係る情報を取得できる情報提供端末（サイネージ）等を設置する。

▲モビリティハブに設置する情報提供端末（イメージ）

▲導入するデマンド交通の運行イメージ

運行ルートは定めず、
予約に応じて所定の
停留所間を最短経路

で結ぶ方式

区分 サービス設計

利用できる人 誰でも利用可能

運行開始日 R6年11月1日（予定）

運行日時

月曜日から金曜日
（土曜日・日曜日・祝日、年末年始（12月29日から1月3日まで）
は運行なし）
8:30から18:00まで
※専用車両もしくはシステム不具合の際は予備車両がないため
運休とする

車両
ワンボックス車両1台 （乗車定員：8人）
※バリアフリー法に適合していないため、適用除外認定を申請
※予備車両なし

停留所 ５５箇所（予定）

予約方法 電話、またはWEB予約

運賃（案）

均一制 １乗車300円
※子供（小学生） ： 大人運賃の半額
※障がい者 ： 大人・子供の運賃の半額

乗継割引 1乗車200円引き
※子供（小学生） ： 大人割引の半額
※障がい者 ： 大人・子供の割引の半額

【主な乗継場所】
桜区役所、埼玉大学、大久保、さいたま市民医療センター
加茂川団地、白鍬電建住宅 など



４. サービス設計案 （運賃割引）
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■乗継割引導入イメージ

大久保地区内停留所 桜区役所 浦和駅西口

通常運賃 デマンド300円 ＋ 路線バス280円 ＝ 合計580円

乗継割引適用時 デマンド300円-２00円 ＋ 路線バス280円 ＝ 合計３80円

AIデマンド交通 路線バス

（例：浦和北高校付近から大宮駅へ向かう場合）

浦和北高校
浦和駅西口

大宮駅

デマンド＋路線バス
（乗継割引適用） デマンド300円-２00円 ＋ 路線バス2４２円 ＝ 合計３４２円

路線バス＋JR
（浦和駅経由） 路線バス２９０円 ＋ JR線 １７８円 ＝ 合計４６８円

路線バス＋JR
（北浦和駅経由） 路線バス２２０円 ＋ JR線 １６７円 ＝ 合計３８７円※IC料金

北浦和駅路線バス JR線

大宮駅西口AIデマンド交通 路線バス
さいたま市民
医療センター

さいたまロイヤルの園
（停留所までは徒歩）

※IC料金
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4. サービス設計案 （停留所）

追加

追加

追加

追加

追加

追加

追加

加茂川団地

医療センター

白鍬電建住宅

埼玉大学

桜区役所

：デマンド交通停留所
：路線バス等停留所
：路線バスとデマンド交通を兼ねる停留所（モビリティハブ）
：デマンド交通サービス圏域（300m）
：交通空白地区
：交通不便地区
：市街化調整区域内の既成市街地

大久保

① 加茂川団地
② 白鍬電建住宅
③ さいたま市民医療センター
④ 大久保
⑤ 西部総合病院
⑥ 上大久保新田児童遊園
⑦ 栄和四丁目掲示板
⑧ ファミリーマートさいたま栄和5丁目店
⑨ 中島自治会館
⑩ ウェルシアさいたま栄和店
⑪ TAIRAYA浦和栄和店
⑫ 栄和自治会館
⑬ やましろ整骨院・鍼灸院
⑭ 栄和公民館
⑮ 舟和浦和工場直売店

▲デマンド交通停留所及びモビリティハブの配置図

※停留所は現在調整中のため変更となる場合があります



4. サービス設計案 （モビリティハブ）

• モビリティハブは、「MaaSやシェアリングエコノミーの考え方を取り入れた、バス等の大量輸送交通やシェアサイクル等の多様な交
通モードとの接続・乗継拠点」などと定義されるが、近年では、地域特性を活かし様々な機能を有するモビリティハブが登場

• 今回の実証実験では、6箇所のバス停留所（下表）において、路線バスとデマンド交通の乗継に加え、各種付加機能の設置を検討

設置場所（予定） 周知・PR
待合機能 情報提供 乗換機能

集客機能
ベンチ 屋根付 パンフ・チラシ サイネージ 駐輪場 シェアサイクル

埼玉大学 ● 〇 〇 ● － － － －

桜区役所 ● 〇 〇 ● ○ 〇 〇 〇

加茂川団地 ● ● － ● － ● － －

白鍬電建住宅 ● 〇 〇 ● － ● － －

さいたま市民医療センター ● 〇 〇 ● － 〇 － －

大久保 ● ● － ● － 〇 － －

■今回の実証実験で設置するモビリティハブの付加機能（案）

※今後、各施設管理者や交通事業者等との調整を踏まえ、付加機能を決定

■モビリティハブの整備イメージ

モビリティハブが有する機能（例）

 路線バス、コミュニティバス等の乗降場

 公共交通情報や地元情報が取得できる

サイネージ

 自転車、電動キックボード等のシェアリ

ングポート

 EV等の充電施設、宅配ボックス

 ベンチ等を備えたパブリックスペース

 キッチンカーや露店等の物販サービス

新規：● 既存：○ 付加せず：－

12
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5. 検証項目案

区分 検証項目 調査方法

運行効率性 運行経費 運行実績より算出

運賃収入 運行実績より算出

運転手・オペレータの負担 事業者ヒアリングで把握

行動変容 実験前後における利用モビリティの変化 利用者等へのアンケートで把握

目的（行き先）別の利用交通手段 利用者等へのアンケートで把握

利便性向上 利用者数 運行実績より算出

利用区間（平均乗車距離・乗車時間） 運行実績より算出

利用満足度 利用者等へのアンケートで把握

予約方法・予約負担 運行実績・利用者等へのアンケートで把握

モビリティハブ
の受容性

モビリティハブでの乗継件数 運行実績（乗継券の配布数等）で把握

モビリティハブでのシェアリングモビリティの利用件数 シェアリングモビリティ利用実績より算出

モビリティハブの満足度・良かった点・悪かった点 利用者等へのアンケートで把握

波及効果 公共交通全体の使いやすさの変化 利用者等へのアンケートで把握

公共交通機関を利用した外出頻度 利用者等へのアンケートで把握

外出者の増加、外出頻度の向上 利用者等へのアンケートで把握

施設滞在時間の増加 利用者等へのアンケートで把握

平均消費額の変化 利用者等へのアンケートで把握

歩行距離の変化 利用者等へのアンケートで把握

コミュニケーション機会の変化 利用者等へのアンケートで把握

家族等による送迎負担軽減 利用者等へのアンケートで把握

• AIデマンド交通の運行効率性・利便性向上並びにモビリティハブの受容性の観点から検証項目を設定する。
• 加えて、AIデマンド交通の導入並びにモビリティハブの導入が人々の生活に及ぼす波及効果についても検証を行う。
• AIデマンド交通に関しては、現行の路線バス・コミュニティバス・乗合タクシーとの比較の中で評価を行う必要がある。
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８月～9月 10月～12月 1月～3月

広報
周知
検証

運行

予約
システム

協議会

広報・周知など

地域公共交通協議会
運賃協議会

8/20

地元説明会の開催

実証実験の実施
（ＡＩデマンド交通の運行）

アンケート実施

実験結果検証

地域公共交通協議会
(結果報告)

予約システム・コールセンター運営

予約受付

実験のモニタリング・見直し等

道路運送法・道路交通法等
手続き

システム構築

6. スケジュール（予定）


